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m u r a k u s h 

i 

回
覧 

令和４年度 第１号 

（通巻 第 232号） 

令和 3 年 4 月 1 日現在  人口 2,677 人   男 1,316 人  女 1,361 人  世帯数 1,082 戸 

村櫛町自治会 

令和４年４月８日 

 

女性部 

部長 

鈴木 稔代 

令
和
３
年
度
を
も
っ
て
、
会
長
職
を

退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
副
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
、

女
性
部
の
皆
様
、
４
０
分
団
や
各
支
援

団
体
の
皆
様
に
は
、
私
を
支
え
て
く
だ

さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
「
地
域
は
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
大
切
に
、
つ
な
が
り
の
あ
る
町
づ
く

り
」
を
心
に
刻
ん
で
共
に
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
。 

役
員
４
年
間
の
経
験
で
、
先
輩
や
後

輩
の
多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
、
仲
間

に
な
っ
た
こ
と
が
私
の
財
産
で
あ
り
ま

す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
先
頭
に
立
つ
こ

と
は
大
変
で
あ
り
ま
す
が
『
頑
張
れ
よ
』

と
先
輩
か
ら
の
言
葉
は
励
み
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
後
輩
達
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。 

 

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
で
秋
祭
り
・
納
涼
祭
・
運
動
会
な
ど

が
中
止
と
な
り
残
念
な
気
持
ち
で
あ
り

ま
す
。
町
有
地
の
利
用
状
況
な
ど
、
特
に

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
海
水
浴
場
跡

地
の
防
波
堤
浸
食
で
あ
り
ま
す
。
今
後

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
前
に
何
ら
か

の
方
向
性
を
見
出
し
対
応
す
る
こ
と
が

緊
急
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
自

治
会
館
も
老
朽
化
、
今
後
村
櫛
会
館
の

外
壁
工
事
な
ど
も
予
想
さ
れ
、
村
櫛
に

住
む
子
供
達
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る

と
更
な
る
財
政
基
盤
強
化
が
必
要
と
思

い
ま
す
。 

 

自
治
会
員
と
し
て
二
年
間
は
コ
ロ
ナ

禍
と
重
な
っ
て
し
ま
い
、
納
涼
祭
や
秋

祭
り
な
ど
の
町
民
と
接
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
次
々
と
中
止
と
な
り
寂
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。 

来
年
度
は
コ
ロ
ナ
も
収
束
し
、
楽
し

め  

 

こ
の
２
年
間
の
事
業
部
の
活
動
は
、

草
刈
り
と
雑
木
の
伐
採
が
メ
イ
ン
で
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

昨
年
の
暮
れ
に
「
御
山
塚
保
全
会
」
を

有
志
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
村
櫛
町
在

住
の
方
だ
け
で
な
く
村
櫛
出
身
の
方
に

も
郷
土
の
歴
史
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
公
園
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
自
治
会
の
事
業
に
加
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

村
櫛
で
織
屋
を
や
り
引
退
し
て
、
恩

返
し
を
と
思
い
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
自
治
会
の
仕
事
で
し
た
が
、
知

る  

 

自
治
会
女
性
部
が
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
か
よ
く
知
ら
ず
に
ス
タ
ー
ト
し

た
女
性
部
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
様
々
な
行
事
が
中
止
と
な
り
ア

ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
１
年

目
で
し
た
。 

２
年
目
に
部
長
職
に
な
り
ま
し
た

が
、
評
議
員
メ
ン
バ
ー
の
３
名
に
す
ご

く
助
け
ら
れ
た
１
年
で
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
新
た
な
行
事
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
評
議
員
だ
け
で
な
く
、
女
性
部
の
み

ん
な
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
す
ば
ら
し

い
活
動
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。 

 

令
和
３
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自

治
会
活
動
の
一
部
中
止
や
、
延
期
、
さ
ら

に
は
見
直
し
な
ど
を
迫
ら
れ
た
１
年
で

し
た
。 

 

村櫛町自治会

会長 

新村 卓 

財管会計部長 

（会計） 

藤田 敬一 

総務部長 

(副会長） 

遠山 通夫 

事業部長 

 

藤田 寛一 

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
２
年
間
の
自
治
会

役
員
の
任
期
が
終
了
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
任
期
中
は
ポ
ン
プ
点
検
、
訓
練
や

祭
り
、
運
動
会
な
ど
の
行
事
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
間
、
実
火
災
が
３
件
発
生
し
ま

し
た
が
、
密
集
地
で
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
大
事
に
は
至
ず
幸
い
で
し
た
。 

 

自
治
会
役
員
の
話
が
来
た
時
は
、
僕

に
で
き
る
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
皆

様
の
お
か
げ
で
何
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

１
年
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、

す
べ
て
の
行
事
が
で
き
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

健康安全部長 

 

小松 勉 

生活環境部長 

 

山本 裕彦 

し
か
し
、
会
員
の
皆
様
や
役
員
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
の
ご
指
導
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
「
書
面
表
決
書
」
に
よ
る

総
会
や
敬
老
祝
寿
会
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
児
童
に
つ
い
て
の
人
数
割
会

費
徴
収
免
除
を
行
い
ま
し
た
が
、
少
子

高
齢
化
の
中
、
村
櫛
町
の
伝
統
を
重
ん

じ
た
活
動
や
行
事
を
、
そ
し
て
『
す
み
よ

い
環
境
作
り
と
健
康
で
明
る
い
社
会
生

活
を
築
く
』
取
り
組
み
に
微
力
な
が
ら

で
も
関
与
で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
す
る

１
年
で
し
た
。 

 

（
次
ペ
ー
ジ
右
上
へ
つ
づ
く
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4月1日(金) 広報委員会 5月2日(月) 村櫛会館清掃

4月4日(月) 村櫛町自治会監事監査/部長会 5月6日(金) 部長会

4月6日(水) 春の交通安全運動初日広報街頭指導 5月8日(日) ポンプ点検

4月8日(金) 回覧物配布 5月9日(月) 回覧物配布

4月10日(日) ポンプ点検 5月14日(土) ガーデンパーク植替作業/通常総会

4月15日(金) 役員会 5月15日(日) 町有地等現地確認

4月16日(土) 第１回組長会 5月20日(金) 臨時会館運営委員会/役員会

4月22日(金) 回覧物配布

4月27日(水) 広報委員会

5月29日(日) 戦没者慰霊平和祈念式

５月の行事予定

自
治
会
の
活
動
予
定

４月の行事予定

5月23日(月)
第１回自治会の会館利用団体との懇話会
/第１回納涼祭実行委員会/回覧物配布

 

３

月

の

主

な

活

動     

 

自治会事務所・村櫛会館 

  053-489-2002 

 

楽園のカンヴァス     

 

原田 マハ     
新潮社 2012 

 

著者は大学で美術史を専攻

し、ニューヨークの近代美術

館にも勤務した経歴を持って

いる。本書は著者の本領とも

いうべき美術の分野に真っ向

から挑んだ長編小説。絵が好

きな人にとってはたまらない

魅力のある一冊。 

ピカソとルソーという偉大

な画家の作品の真作か贋作か

を男女二人の研究者が期間内

に講評させる。その勝者には

莫大な富がもたらされるとい

う。読者にはあたたかい感情

が心に残ることうけあいであ

る。（さ） 

自主防災隊「消火班 平成元年隊」任命式 ３月 20 日（日） 

 

会員台帳確認整理 ３月 11 日（金） 

個人情報データ内容の正確性確保など

を目的に台帳の確認整理をおこない会員

台帳の修正を行いました。 

結果、世帯数は微増でしたが、会員数

は減少となりました。 

ユーカリ文庫 

案内 

め
る
年
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

私
の
担
当
は
、
花
緑
公
園
な
ど
の
各
公

園
の
清
掃
・
整
備
、
ゴ
ミ
集
積
所
の
管
理
、

墓
地
清
掃
な
ど
の
仕
事
で
し
た
が
、
皆
様

方
の
協
力
も
あ
り
、
無
事
に
達
成
出
来
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

心
残
り
は
、
ゴ
ミ
の
ル
ー
ル
違
反
が
多

く
改
善
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。 

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

吉田聖さん、小松大祐さん、杉田泰徳さん、藤田康介さんを村櫛町

自主防災隊「消火班平成元年隊」として任命し、会長より委嘱状が渡

されました。 

ガーデンパークふれあい花壇

植替作業   
３月 12 日（土）     

 

墓地・町有地清掃 
３月 13 日（日） 

1・5・9・13・17 組長・男性役員 

 

 

編集後記 
広報委員会では、毎月広報誌を発行しておりま

す。広報の役割は、自治会・村櫛町のことなどを知

ってもらうことと、語りの場を提供し、人と人との

つながりを広げ楽しんでもらうことだと思います。 

消防・ゴミ・健康・自治会活動・高齢者・子供・

空き家などの状況や問題点、ユーカリ文庫、町内で

活躍する方々などを紹介してきました。 

コロナ禍の中、語り合う機会が少なくなり残念で

はありましたが、広報誌などにより、自治会の活動

をご理解いただきました。行事などの再開時には積

極的に参加下さいますようお願い申しあげます。 

取材や原稿作成依頼にご協力いただき、１年間

ありがとうございました。          
                広報委員会 

 

知ること、語り合うこと 

（
前
ペ
ー
ジ
左
下
よ
り
） 


